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Ⅰ．求める学長像 
 

神戸大学長は、建学の精神である｢学理と実際の調和｣、「神戸大学の使命」、「教育

憲章」、「研究憲章」及び「環境憲章」に掲げる理念を尊重し、その目標を達成する強

い意志を有するとともに、以下の資質、能力を備えていることが求められる。 

 

 
１ 人格が高潔で、学識が優れ、かつ、大学における教育研究活動を適切かつ効果的

に運営することができる能力 

 

 

２ 世界水準の優れた教育環境を提供し、広い視野と高度な専門能力を備えた人間 

性豊かな指導的人材を育成しようとする強い使命感 

 

 

３ 世界水準の卓越した研究活動を導く明確なビジョンと方策を示し、それを実現 

する能力 

 

 

４ 公平かつ公正な視野に立ち、大学の財政基盤強化と効果的で機動的な組織運営を

行う強いリーダーシップ 

 

 

５ 国際都市神戸に立地する総合大学としての社会的・歴史的・地域的役割を認識し、

国内外からの理解、信頼、協力を得ることができるグローバルな視野と発信力 

  



Ⅱ．選考の方法 
 

１ 学長候補者の推薦 

学長選考・監察会議は、次の各号に掲げるところにより、学長候補者の推薦を求

める。 

(1)経営協議会規則第２条第３号に規定する委員による推薦 

(2)評議員５人による推薦 

(3)学長、理事及び職員のうち常勤である者１０人による推薦 

 

２ 所信表明及び面接 

 学長選考・監察会議は、学長候補者による所信表明の機会を提供し、その模様を

記録した映像音声を学内に公開する。 

また、学長候補者に対し面接を実施し、その模様を記録した映像音声を推薦等書 

類とともに学内に公開する。 

 

３ 公開質問 

学長選考・監察会議は、学長候補者に対する質問事項を学内から募集した上で質

問書を作成し、学長候補者に交付するとともに学内に公開する。 

学長選考・監察会議は、学長候補者が作成した質問書への回答を学内に公開する。 

 

４ 意向投票 

学長選考・監察会議は、学長候補者に関する学内の意向を調査するため、意向投

票を行う。 

 

５ 学長予定者の決定 

 学長選考・監察会議は、推薦等書類、面接及び意向投票の結果を総合的に判断し

て最終選考を行い、合議により学長予定者を決定する。 

  


